

























2017 年 2 月 13 日に稚内北星学園大学「カーリング部」が設立された．翌年度から「カーリング特

































時を前後して，北海道稚内市では，2020 年 5 月を目途に，通年利用可能な「カーリング場」の建
設工事が進められている．しかしながら，2016 年から 2017 年にかけて稚内市議会では，カーリング
場建設の是非が議論されていた．新聞報道や市民の声として，「新カーリング場建設」への反対意見が







2020 年 2 月現在，稚内市には旧米軍施設（2）を利用した「稚内市カーリング場」があるものの，公
式ルールに対応した正規規格のシートは，1 つしかない．また，老朽化が著しく，極度の低温，雨漏
りが多数発生，さらには冷却装置がいつ故障してもおかしくない危機的状況である．そして，カーリ































 ところで，稚内北星学園大学では，2017 年 2 月 13 日に「カーリング部」が設立された．この設立
の理由は，稚内北星学園大学の理事会決議によって，翌年度から「カーリング特待生」を利用した学
生募集を開始するためであった．その受け皿として，カーリング未経験の 1 年生 9 名がカーリング部




















































































































































カ所しかなく，そのうち 8 カ所が北海道に偏在している．また 11 施設の中で「通年」利用可能なカ
ーリング場は，道内に 3 か所，道外に 1 か所とその実施環境は極めて乏しい．2020 年 1 月 14 日から






























































加者は，その後すぐさま町民に紹介し，翌年（1981 年）には，北海道で 2 番目となる協会を設立した．
この協会設立に大きく寄与したひとりが，小栗氏であり，アドヴィックス常呂カーリングホール内に
は，「北見のカーリングを語るとき，カーリングの礎を築き，それを支えてきた人やチームを忘れるこ













































稚内北星学園大学は，情報メディア学部情報メディア学科を有する 1 学部 1 学科制の大学である．
近年の少子化，地域の過疎化の影響を受け学生の確保に苦労している．稚内北星学園大学では， 2017
年度から「入学後も本学において競技を継続できる者」を「スポーツ特待生」として学生を募集する
ことが理事会で決定された．なお，稚内北星学園大学の経営には，2020 年 4 月から京都の「学校法














前述したように，本学では，2017 年 2 月 13 日に「カーリング部」が設立された．設立の理由は，
本学の理事会決議によって，翌年度から「カーリング特待生」を利用した学生募集を開始するためで







下記の語りは，学生をリクルートし，設立に深くかかわった職員Z さんの語りである．  
 



















学生が 1 年生であった．また，9 名中 8 名が運動部に所属していた経験を有する．吹奏楽部経験者の
E くんは，マネージャーである．数試合市内大会に出場したが，主に写真撮影，練習の工程管理など
を行っていた．G くん，H くんは設立後 1 か月以内に，学内の別の活動に参加するため退部した．ま
た I くんは，部員としてカーリングシューズや，ユニフォームなどを作成したものの，ミーティング，
部活動に一度も参加することなく翌年退部した． 











中学校 部活動 高校 部活動 
加入
年 
役 職 備 考 
A 男 野球 野球 2017 部長（発起人）  
B 男 サッカー サッカー 2017 発起人  
C 男 アイスホッケー アイスホッケー 2017   ４年間在籍 
D 男 野球 卓球 2017 会計 ４年間在籍 
E 男 吹奏楽 吹奏楽 2017 マネージャー  
F 男 剣道 ー 2017    
G 男 バスケットボール ー 2017   即退部 
H 男 バスケットボール ー 2017   即退部 
I 男 サッカー サッカー 2017   参加実績ゼロ 
 
 2017 年 2 月 13 日に設立されたため，実質的な 1 年次の活動期間は 1 か月半程度しかなかった．コ












 2017 年 2 月 15 日に，本学「わくほくメディアラボ（ラーニングコモンズ）」において，部活の最初のミ
ーティングを実施し，部活の目標や，部内のルールなどを確認した．同時に，カーリングをどのよう
に認識しているか，部活での目標など 8 項目からなる質問紙を配布し，筆者立ち合いの下で回答して
もらった．質問紙は 8 枚配布し，回収率は 100％であった． 
 
２－２－１．カーリングの実施経験や視聴回数 
 本項では，カーリングの実施経験，カーリングの視聴回数の 2 つの結果を提示する（表 2）． 
 





中学校 部活動 高校 部活動 カーリング経験 視聴回数 
A 男 野球 野球 中，高校の体育授業 1 度見たかみてないか 
B 男 サッカー サッカー 中，高校の体育授業 1 度見たかみてないか 
C 男 アイスホッケー アイスホッケー ない 2－3 回見た 
D 男 野球 卓球 体育の授業，中学校 2－3 回見た 
E 男 吹奏楽 吹奏楽 ない 2－3 回見た 
F 男 剣道 ― ない 見たことがない 
G 男 バスケットボール ― ない 2－3 回見た 
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ング部」は無縁であった．「カーリング部」は，コーチ帯同のもと，2017 年 9 月に北海道帯広市にお
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2 年次は，稚内市の 2 つのナイターリーグに参加した．リーグ戦は，11 月～12 月，1 月～3 月に開
催され，どちらも 19 時に試合を開始する．市内の社会人，高齢者など 10 チーム前後が参加する．予
選リーグの後，上位 4 チーム（2リーグの場合は両リーグの 1位，2 位チーム）による決勝トーナメントを実施す
る．この 2 つの大会は，「カーリング部」が設立されて以降，毎年欠かさず出場している．2 年目はど





・教育長杯カーリング大会：ナイターリーグ戦（週 1程度） 11 月～12 月 …予選R 敗退  
・体育協会長杯カーリング大会：ナイターリーグ戦（週 1 程度）1 月～3 月 …予選R 敗退 
   
 
表 5 2017-18年の活動状況 
部 員 性別 
2017-18 年 
夏合宿参加 冬市内大会 備 考 
A 男 〇 △ 車 
B 男 × △ 車 
Ｃ 男 〇 ◎ 車 
D 男 〇 ◎  
E 男 〇 ◎ 車 
F 男 〇 △ 年度末に退部 
G 男 退部済   
H 男 退部済   
I 男 × × 年度末に退部 



























    
２－４． 2年次終了後のアンケート調査 
 「カーリング部」として 2 年目，実質的な 1 シーズンが終了した 2018 年 2 月 8 日に，調査への同
意がとれた学生 3 名（B くん，C くん，D くん）へのグループインタビューを実施した．グループイ



































































































































































った．2018 年 4 月には，1 年生が 6 名加入した．その中の 1 人は，「特待生」としてカーリングの全
国大会出場経験のある学生であった．2018 年 7 月に帯広市において 2 日間，9 月に北見市常呂町にて
合宿を実施した． 
3 年次は，前年度に引き続き稚内市の 2 つのナイターリーグに参加した．教育長杯は予選敗退であ
ったが，体育協会長杯は 3 位であった．また，新たに「市民カーリング大会」や「富田杯」にも出場
した．2019 年 3 月に開催された「富田杯」では初出場ながら見事に優勝した．さらに，稚内市で国
内の 23 チームが参加して開催された「ノシャップ杯」では，地元勢として 10 数年ぶりとなる決勝進
出を果たした（結果は準優勝）． 
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部員たちの合宿，市内大会への参加状況は，表 7 のとおりである． 
 
表6 「カーリング部」の参加した主要な大会（個人参加を除く） 
  〇稚内市内大会（対一般） 
・教育長杯カーリング大会：ナイターリーグ戦（週 1程度） 11 月～12 月 …予選R 敗退 
・体育協会長杯カーリング大会：ナイターリーグ戦（週 1 程度）1 月～3 月 …3 位 
・市民カーリング大会：即席チームによるトーナメント（半日）1 月 
   ・富田杯：リーグ戦の後，決勝トーナメント（１日）3 月 …優勝 
   ・ノシャップ杯：全道を中心に選手が参加，リーグ戦の後トーナメント（2 日間）…準優勝 
 
  〇対学生試合 
   ・ユニバーシアード冬季競技大会日本代表選考会（2日間）…初戦敗退 
・全日本大学対抗カーリング選手権大会（3 日間）…予選R 敗退 
     
〇対外試合（対一般） 
・北海道カーリング選手権兼アルバータ杯カーリング大会 稚内予選（全日）…2 位 
                              道北予選（2 日間）…予選R 敗退 
 
表7 2018-2019年の活動状況 
部 員 性別 
2018-19 年 
備考 
7 月合宿 7 月大会 冬市内大会 冬遠征試合 
A 男 × × × × 年度末退部 
B 男 × × × × 年度末退部 
C 男 〇 〇 〇 ◎ 車 
D 男 〇 〇 ◎ ◎  
E 男 〇 × × × 年度末退部 
F 男 退部         
G 男 退部         
H 男 退部         
I 男 退部         



























4 年次は，2019 年 7 月に北見市常呂町にて合宿を実施した．前年度に引き続き稚内市の 2 つのナイ
ターリーグに参加した．教育長杯は部員数が増えたこともあり，2 チーム体制で出場した．どちらも
予選リーグを 1 位通過し，決勝で同士討ちとなり，優勝と準優勝を分け合った．体育協会長杯は現在
開催中である．また，「市民カーリング大会」には 6 名の学生が，「富田杯」には 2 チームが出場した．
「富田杯」では見事に優勝，準優勝という結果を残した．  
また，女子部員が加入したことで対外試合もさらに増加した．2018 年 7 月には男女混合で戦う「ミ






レーニングやバランストレーニング（通称「ガチトレ」）も週に 1 回取り入れた（写真 9）．さらには顧問によ
るスポーツ栄養，運動生理学の講習会も実施した．また，大会には，特待生の 2 人が帯同し，パソコ
ンを使用したデータ分析（写真 10）や，試合後の反省会（写真 11）などを自主的に実施するようになった．  











  〇稚内市内大会（対一般） 
・教育長杯カーリング大会：ナイターリーグ戦（週 1程度） 11 月～12 月 …1 位，2 位 
・体育協会長杯カーリング大会：ナイターリーグ戦（週 1 程度）1 月～3 月 …開催中 
・市民カーリング大会：即席チームによるトーナメント（半日）1 月  
   ・富田杯：リーグ戦の後，決勝トーナメント（１日）2 月 …優勝，準優勝 
  〇対学生試合 
   ・全日本大学対抗カーリング選手権大会（3日間）…予選R 敗退 
     
〇対外試合（対一般） 
   ・北海道カーリング選手権兼アルバータ杯カーリング大会 稚内予選（2 日間）…2 位 
                              道北予選（2 日間）…2 位 
   ・ミックスカーリング選手権大会（ミックスフォー）北海道予選 …予選敗退 




部 員 性別 オフトレ 7 月合宿 7 月大会 冬市内大会 冬遠征試合 備考 
A 男 退部           
B 男 退部           
C 男 × 〇 × ◎ ◎ 車 
D 男 〇 〇 〇 ◎ ◎ 車 
E 男 退部           
F 男 退部           
G 男 退部           
H 男 退部           
I 男 退部           



















 最終的に 4 年間カーリング部に在籍したのは，C くんとD くんであった．彼らがカーリングという
競技をどのように感じていたのか，4 年間を振り返ってみての感想など半構造化インタビューを行っ
た．調査は，2020 年 1 月 17 日にグループインタビューを実施した． 
 
２－７－１． 4年間続けてみての感想 



















































































































































































 本項では，2 年次で事実上「カーリング部」としての活動を辞めたA くん，B くんにその退部理由
などを尋ねた．この 2 人は，前述の職員 Z さんから声を掛けられ，部員募集に奔走した学生であり，







































































































































末筆に今後の可能性については，5 点ほど述べたい．第 1 に，「特待生」や 3 年目に加入した部員も
含めた多様な考察である．特待生たちがどのように部活，大会に臨んでいたのか，特に 3 年目から加
入した特待生は，既存の部員たちをどのように見ていたのか，練習を工夫したのかなど新たな可能性


































（4）Window 版PC の代表的なインターネットブラウザである IE，Google Chrome，FireFox の最新版で検証 
（5）全日本カーリング選手権大会では，2020 年大会からレギュレーションが大きく変わった．今大会からワールドカ
ーリングツアー（WCT）最上位，ワイルドカードなどが新設され，これまで実力，競技者数ともに多かった北海
道の出場枠は 3 から 1 枠に減少した． 
（6）カーリング用品は，基本的に海外メーカーから購入する．ブラシは，年に 1 回程度各社から新製品がでている．
部員たちが使用するブラシの相場は 2～3 万円前後である．ブラシは大会ごとにパッドの交換が必要で，「交換パ
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Initiatives of the Curling Club for four years and the potential of community development 
～ A case study of Wakkanai Hokusei Gakuen University Curling Club ～ 
 
●英文要約 
On February 13, 2017, the Wakkanai Hokusei Gakuen University Curling Club was 
established. Nine freshman students who had no curling experience joined the school to start 
recruiting students using "curling scholarship students" the following year. This article describes 
the activities of students who started the curling club from "zero" for four years, including the flow 
of club activities and practice, competition results, thoughts on club activities, creative ingenuity 
in practice, and the possibility of "community development". This is an attempt to pursue and 
summarize the results mainly through participant observation and interview surveys. 
The purpose of this paper is to give a bird's-eye view of the activities of the students who have 
been active since the start of the project, based on the case study of the curling club established at 
Wakkanai Hokusei Gakuen University. In addition, we will explore their potential for 
"community development." 
The curling club at the time of its establishment had been losing in tournaments in Wakkanai 
City, but now, after about four years, the team has improved to the point where there is no enemy 
in the city. Eventually, two of the nine members continued their activities until the fourth grade 
as members. 
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●英文キーワード 
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